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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
日本人 1 型糖尿病患者の体重あたり基礎インスリン量および一日総インスリン量に対する基礎イ
ンスリン量の割合は欧米の 1型糖尿病患者と比較して少ない。また、欧米食は日本食に比較して脂質
が多いことが知られている。そこで、我々は、1型糖尿病患者において脂質摂取量を含め、基礎イン
スリン量を規定する因子について検討した。 
【対象】 
 対象は、大阪市立大学医学部付属病院小児科に通院する 41名（男性 20名、女性 21名）の 1型糖
尿病患者で、平均年齢は 15.9歳であった。 
【方法】 
調査項目は、性、SDS-BMI、HbA1c、罹病期間、治療法（頻回注射療法あるいは持続皮下インスリン
注射療法）、インスリン量、食事内容であった。食事内容は、デジタルカメラを使用し、3日間の全
ての食事を調査した。解析には、相関および重回帰分析（ステップワイズ法）を使用した。 
【結果】 
 一日総インスリン量に対する基礎インスリン量の割合の平均は、0.35 であった。重回帰分析にお
いて、従属変数を体重あたり基礎インスリン量とすると、投入済み変数として脂質エネルギー比が得
られた（p=0.001）。この傾向は、14 歳以上の患者に限定したときに特に強く見られた（p<0.001、
標準化係数β=0.683）。 
【結論】 
 1 型糖尿病患者、特に 14 歳以上において、体重あたり基礎インスリン量と脂質エネルギー比の関
連が示唆された。これにより、脂質摂取の割合が増えると基礎インスリン量が増加すると言える可能
性がある。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
日本人 1 型糖尿病患者の体重あたり基礎インスリン量および一日総インスリン量に対する基礎イ
ンスリン量の割合は欧米の 1型糖尿病患者と比較して少ない。また、欧米食は日本食に比較して脂質
が多いことが知られている。 
本研究の目的は、1型糖尿病患者において脂質摂取量が基礎インスリン量に影響しているというこ
とを明らかにすることである。 
対象は大阪市立大学医学部付属病院小児科に通院する 41名(男性 20名、女性 21名)の 1型糖尿病
患者で、平均年齢は 15.9歳であった。調査項目は、性、SDS-BMI、HbA1c、罹病期間、治療法(頻回注
射療法あるいは持続皮下インスリン注射慮法)、インスリン量、食事内容であった。食事内容は、デ
ジタルカメラを使用し、3 目間の全ての食事を調査した。解析には、相関および重回帰分析(ステッ
プワイズ法)を使用した。 
一目総インスリン量に対する基礎インスリン量の割合の平均は、0.35 であった。重回帰分析にお
いて、従属変数を体重あたり基礎インスリン量とすると、投入済み変数として脂質エネルギー比が得
られた(p=0.001)。この傾向は、14歳以上の患者に限定したときに特に強く見られた(p<0.001、標準
化係数β=0.683)。 
以上のことから、14 歳以上の 1 型糖尿病患者において、体重あたり基礎インスリン量と脂質エネ
ルギー比の関連が示唆された。これにより、脂質摂取が増えると基礎インスリン量が増加すると言え
る可能性がある。 
本研究は、1型糖尿病の基礎追加インスリン療法において、基礎インスリン量は各患者の食事内容、
とくに脂質の摂取量に影響を受けていることを明らかにしたものであり、1型糖尿病診療における管
理技術の向上に寄与する点が多大であると考えられた。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
 
 
  
